
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「那覇市 ICT情報教育推進部会実践事例サイト」の紹介 

那覇市 ICT情報教育推進部会にて実践したタブレット端末等の

ICTを活用した授業実践例の提供やその他、情報教育に関する資

料のリンクを紹介しています。 

 

那覇市立教育研究所 所報 
令和７年度１２月号 

所長 棚原 歩 

□■□ 令和７年度 第 125期教育研究員 □■□ 
12/11(木） 【検証保育】古堅貴子研究員〈保育〉 

12/12(金） 【検証授業】砂川祥子研究員〈外国語科〉 

12/16（火） 【検証授業】與那城武一研究員〈自立活動〉 

 

 

 

 

 指導案検討会  

◇◆◇新着図書（12月）のお知らせ◇◆◇ 

『「常識」を手放したら、保育が変わった』   有松徹 
『学校はここまで変えられる！』        平川理恵 
『いい授業の条件』              飯村友和 
『子どもは罰から学ばない』                  ポール・ディックス 
『野中信行最終講義』 野中信行 
『きこえにくさのある児童生徒への英語指導』  河合裕美 
『［イラスト図解］教師１年目から使える！英語授業スキル』  

増渕真紀子 
『トラウマセンシティブスクール』            岩切昌宏 
『学校図書館を活用した楽しい読書ワーク』    木下通子 
『「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」と架け橋プログラム』  

神長美津子 
『「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実のためのサポ
ートマガジン みるみる』                   文部科学省 

☆こちらの QR コードから研究所の 

新着案内を閲覧できます 

☆★☆ 各種研修・講座等 ☆★ 
  

１１/２０第 12 回初任研代表授業（仲井真小・金城小・天久小・鏡原中・小禄中） 

 

（
３
）
授
業
の
中
で
の
工
夫 

IC
T

を
活
用
す
る
授
業
の
場
面
で
は
、
「
意
識
づ
け
」

の
声
か
け
を
行
う
こ
と
が
効
果
的
で
す
。 

例
：
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ
る
と
き
、
ど
ん
な
点
に
気

を
付
け
る
と
安
全
か
な
？
」 

ま
た
、
写
真
撮
影
や
資
料
作
成
の
場
面
で
は
、
著
作
権

や
個
人
情
報
の
扱
い
を
具
体
的
に
示
す
こ
と
で
、
行
動
に

結
び
つ
け
る
学
び
と
な
り
ま
す
。 

（
４
）
指
導
後
の
評
価
と
振
り
返
り 

活
動
の
振
り
返
り
で
、
「
気
を
付
け
た
点
」
「
よ
り
よ
く

で
き
る
点
」
を
言
語
化
さ
せ
る
こ
と
で
思
考
が
深
ま
り
、

行
動
改
善
に
つ
な
が
り
ま
す
。
○×

形
式
の
テ
ス
ト
で
は

な
く
、
考
え
方
や
判
断
を
問
う
形
式
の
評
価
が
有
効
で

す
。 

（
５
）
デ
ジ
タ
ル
・
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
の
視
点
を
重
視
す
る 

デ
ジ
タ
ル
社
会
で
の
主
体
的
な
参
加
や
責
任
あ
る
行

動
を
学
ば
せ
る
た
め
、
オ
ン
ラ
イ
ン
上
の
言
葉
遣
い
、
情
報

の
選
択
と
活
用
、
発
信
内
容
の
影
響
な
ど
、
日
常
の
生
活

に
直
結
す
る
テ
ー
マ
を
扱
う
こ
と
が
重
要
で
す
。 

  

３ 

デ
ジ
タ
ル
・
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
を
効
果
的
に

取
り
入
れ
る
工
夫 

（
１
）
授
業
導
入
で
の
意
識
づ
け 

タ
ブ
レ
ッ
ト
使
用
前
に
問
い
か
け
を
行
う
こ
と
で
、
児

童
生
徒
が
デ
ジ
タ
ル
社
会
を
意
識
す
る
習
慣
を
育
て
ま

す
。 

例
：
「
写
真
を
撮
る
と
き
、
ど
ん
な
こ
と
に
気
を
付
け

る
？
」 

こ
う
し
た
小
さ
な
対
話
の
積
み
重
ね
が
、
日
常
的
な
意

識
づ
け
に
つ
な
が
り
ま
す
。 

（
２
）
教
科
と
関
連
付
け
た
実
践 

・
国
語
・
社
会
：
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
、
情
報
の
信
頼
性
を
考

え
る
学
習 

・
音
楽
・
総
合
：
動
画
編
集
や
資
料
作
成
を
通
し
た
著
作

権
・
個
人
情
報
の
理
解 

 

実
際
の
学
習
活
動
に
結
び
付
け
る
こ
と
で
、
教
室
内
外

の
行
動
に
つ
な
が
る
実
践
的
な
学
び
と
な
り
ま
す
。 

（
３
）
学
級
活
動
・
道
徳
で
の
対
話
的
な
学
び 

S
N

S

投
稿
を
想
定
し
た
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
や
ス
ト
ー
リ
ー

教
材
を
用
い
る
こ
と
で
、
登
場
人
物
の
気
持
ち
を
捉
え
な

が
ら
、
ど
の
よ
う
な
行
動
が
望
ま
し
い
か
を
話
し
合
い
、
具

体
的
な
判
断
力
を
養
い
ま
す
。 

（
４
）
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
に
よ
る
プ
ロ
セ
ス
評
価 

調
べ
学
習
や
表
現
活
動
の
前
後
で
、
「
参
考
に
し
た
サ

イ
ト
」
「
配
慮
し
た
こ
と
」
を
記
録
さ
せ
る
こ
と
で
、
自
ら

の
行
動
を
振
り
返
り
、
よ
り
よ
い
使
い
方
を
考
え
る
習
慣

づ
く
り
に
つ
な
が
り
ま
す
。 

（
５
）
家
庭
・
地
域
と
の
連
携 

家
庭
で
の
デ
バ
イ
ス
利
用
ル
ー
ル
づ
く
り
を
話
し
合
う

活
動
や
、
図
書
館
・
警
察
・IC

T

関
連
機
関
と
連
携
し
た

講
座
の
実
施
な
ど
、
学
校
外
の
環
境
と
つ
な
が
る
活
動
が

学
び
を
深
め
ま
す
。 

  ４ 

教
育
研
究
所
と
し
て
の
支
援 

本
市
教
育
研
究
所
で
は
、
研
修
会
の
実
施
、
教
材
提
供
、

実
践
共
有
の
場
づ
く
り
な
ど
を
通
し
て
、
各
校
の
情
報
モ
ラ

ル
教
育
お
よ
び
デ
ジ
タ
ル
・
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
の
充
実

を
継
続
的
に
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
安
全

に
デ
ジ
タ
ル
社
会
を
生
き
抜
き
、
主
体
的
に
社
会
へ
参
加
で

き
る
よ
う
、
今
後
も
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

 

「
情
報
モ
ラ
ル
教
育
」
に
つ
い
て 

 

社
会
の
デ
ジ
タ
ル
化
が
急
速
に
進
む
中
、
子
ど
も
た
ち
は
家

庭
・
学
校
を
問
わ
ず
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
触
れ
る
機
会
が
大
幅
に

増
え
て
い
ま
す
。
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
は
、
地
域
を
超
え
て
匿
名
性

の
高
い
空
間
へ
瞬
時
に
つ
な
が
り
、
便
利
さ
と
同
時
に
、
誤
情
報

の
拡
散
や
ネ
ッ
ト
い
じ
め
、
不
適
切
な
情
報
発
信
な
ど
の
危
険
に

も
さ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
よ
う
な
環
境
に
生
き
る
子
ど
も
た
ち
が
安
全
に
デ
ジ
タ
ル

社
会
を
歩
む
た
め
に
は
、
「
日
常
の
モ
ラ
ル
」
に
加
え
て
「
情
報
モ

ラ
ル
」
、
さ
ら
に
社
会
に
参
加
す
る
態
度
と
責
任
を
重
視
し
た

「
デ
ジ
タ
ル
・
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
」
の
視
点
が
不
可
欠
で
す
。 

 

本
市
で
は
、
こ
れ
ら
の
背
景
を
踏
ま
え
、
「
情
報
モ
ラ
ル
教
育
」

に
つ
い
て
下
記
の
と
お
り
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。 

 

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
那
覇
市
立
教
育
研
究
所

H
P

か
ら
ご
参
照
く

だ
さ
い
。 

 

１ 

情
報
モ
ラ
ル
教
育
に
つ
い
て 

情
報
モ
ラ
ル
と
は
、
情
報
社
会
に
お
い
て
適
切
に
行
動
す
る

た
め
の
考
え
方
や
態
度
の
こ
と
を
指
し
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

や
デ
ジ
タ
ル
機
器
が
子
ど
も
の
生
活
に
深
く
根
付
く
現
代
に
お

い
て
、
情
報
モ
ラ
ル
は
「
守
る
べ
き
ル
ー
ル
」
だ
け
で
な
く
、
子
ど

も
自
身
が
自
分
や
他
者
の
尊
厳
を
大
切
に
し
、
よ
り
よ
い
社
会

を
築
く
た
め
に
必
要
な
力
へ
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

本
市
の
情
報
モ
ラ
ル
教
育
は
、
「
心
を
磨
く
領
域
」
と
「
智
恵
を

磨
く
領
域
」
の
２
領
域
で
構
成
し
、
①
情
報
社
会
の
倫
理 
②
法

の
理
解
と
遵
守 

③
安
全
へ
の
知
恵 

④
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
⑤

公
共
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
社
会
の
構
築 

の
５
分
野
を
体
系
的

に
指
導
す
る
こ
と
を
基
本
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
分
野
は
、

単
な
る
知
識
習
得
に
と
ど
ま
ら
ず
、
日
常
の
授
業
や
学
級
活
動

の
中
で
「
ど
う
考
え
、
ど
う
行
動
す
る
か
」
を
育
て
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。 

特
に
、
情
報
発
信
の
責
任
、
著
作
権
・
肖
像
権
の
理
解
、
誤
情

報
へ
の
対
応
、
健
康
と
安
全
を
守
る
た
め
の
デ
ジ
タ
ル
と
の
付
き

合
い
方
な
ど
は
、
児
童
生
徒
が
日
々
直
面
す
る
場
面
と
深
く
関

わ
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
て
社
会
に
参

加
し
、
相
手
を
尊
重
し
な
が
ら
責
任
あ
る
行
動
を
と
る
力
を
育

成
す
る
「
デ
ジ
タ
ル
・
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
」
は
、
情
報
モ
ラ
ル

教
育
の
延
長
で
は
な
く
、
共
に
推
進
す
べ
き
学
び
で
す
。 

学
校
で
の
情
報
モ
ラ
ル
教
育
は
、
特
別
な
時
間
に
限
定
さ
れ

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
国
語
・
社
会
・
道
徳
・
総
合
的
な
学

習
の
時
間
・
特
別
活
動
な
ど
、
多
様
な
場
面
の
中
で
、
学
び
と
生

活
を
つ
な
ぐ
形
で
扱
う
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
の
行
動
と
し
て

定
着
し
や
す
く
な
り
ま
す
。 

本
市
で
は
、
全
て
の
教
育
活
動
を
通
し
た
一
貫
性
あ
る
指
導
を

重
視
し
、
体
系
的
な
育
成
と
日
常
的
な
実
践
を
両
立
さ
せ
た
教

育
の
充
実
を
め
ざ
し
ま
す
。 

  

２ 

情
報
モ
ラ
ル
教
育
を
ど
の
よ
う
に
進
め
る
か 

（
１
）
子
ど
も
の
実
態
把
握 

IC
T

機
器
の
利
用
状
況
やS

N
S

の
使
用
実
態
は
毎
年
変

化
し
て
い
ま
す
。
昨
年
度
と
同
じ
状
況
と
は
限
ら
な
い
た
め
、

生
活
実
態
調
査
や
ア
ン
ケ
ー
ト
等
を
通
し
て
実
態
を
定
期

的
に
把
握
し
、
指
導
の
方
向
性
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
重
要

で
す
。 

（
２
）
年
間
指
導
計
画
の
作
成 

情
報
モ
ラ
ル
に
関
す
る
内
容
は
、
各
教
科
や
道
徳
・
総
合

的
な
学
習
の
時
間
・
特
別
活
動
な
ど
、
多
様
な
教
科
領
域
と

関
連
し
て
い
ま
す
。
学
習
内
容
の
ど
の
部
分
で
扱
う
か
を
整

理
し
、
年
間
指
導
計
画
に
計
画
的
に
位
置
付
け
る
こ
と
で
、

体
系
的
な
指
導
が
可
能
と
な
り
ま
す
。 

 

１１/２６第９回中堅教諭等資質向上研修 

情報モラル教育に関する

内容も紹介しています。ど

うぞ、この機会にご覧いた

だければ幸いです。 


